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「教会の中での互いのあり方」 

フィリピの信徒への手紙 2章 1-5節 

1 そこで、あなたがたに幾らかでも、キリストによる励ま

し、愛の慰め、“霊”による交わり、 

それに慈しみや憐れみの心があるなら、 

2 同じ思いとなり、同じ愛を抱き、心を合わせ、思いを一

つにして、わたしの喜びを満たしてください。 

3 何事も利己心や虚栄心からするのではなく、へりくだ

って、互いに相手を自分よりも優れた者と考え、 

4 めいめい自分のことだけでなく、他人のことにも注意

を払いなさい。 

5 互いにこのことを心がけなさい。それはキリスト・イエ

スにもみられるものです。 

＊＊＊＊＊＊＊ 

パウロはフィリピの信徒たち全員に向かってこの手紙を

書いています。ですから「あなたがた」という 

表記を多用しています。そこでこの章の勧めも、私たち

一人ひとりが真剣に取り組むべきこととして受け取る必

要があります。 

1）人格的な整え 

「キリストによる励まし」「愛の慰め」「霊による交わ

り」「慈しみ、憐れみの心」があるならとパウロは書

きました。教会の交わりに必要なものの土台はす

べて「キリスト」につながっているものです。 

それらは技術的な励ましや巧みな言葉による慰め

ではなく「キリストから直接」心に響かせていただ

き、感じ取らせていただいた励ましや慰めです。 

直接、キリストから心に届けられた感動、納得など

がなければ、他のものの多くは 

「人からのおせっかい」「上から目線の勧誘や押し

付け」にしか聞こえず、人の心の痛みに寄り 

添えない、一緒にいたくない気分を作ってしまうよう

なものになるでしょう。 

それは言葉にも態度にも出てきてしまうものです。 

 

「同じ思い」「同じ愛」「心を合わせ」「思いをひとつ

にして」パウロの心が喜ぶようにして欲しいと 

パウロは懇願しています。パウロと一緒に神の前

に礼拝者として歩んで欲しいということでしょう。 

同じ思い、同じ愛、心を合わせるという姿勢につい

ては「イエス様の愛に対する応答として 

同じ思い、同じ愛を持つということになるでしょう。

政治的なことについて同じ思い、や、同じ愛を持て

るかといえば、持てないことの方が多いかもしれま

せん。そもそも、当時の人たちには現代風の民主

主義の概念はありませんでした。それぞれ身分の

制度があり、奴隷もいましたし商人も兵士もいまし

たから、おなじ政治的な思いを持つことなど難しか

ったと思います。 

でも、イエス様の愛について、その十字架による赦

しについて心をひとつにして感謝することは可能だ

ったのです。 

 

教会は「キリストについての信頼と、感謝」を持った

人たちの集合体です。考えも理解も立場も違う人

が存在します。キリストの愛以外のことで感情的な

共感や方向性を作り出すことには危険が伴うと考

えた方が良いと思います。 

 

2）利己心、虚栄心ではなく「へりくだって、相手を
自分より優れたものと考える」 

「私はあなたよりもよく聖書を知っている人間だか

ら、教えてあげよう」という善意は尊いものですが、

伝え方によっては、相手にとても不快な思いをさせ

てしまうことがあるでしょう。 

伝道という名前の「上から目線」の指導方法が推し

進められてきた歴史を教会は持っています。 

伝道とは、「道を伝える」わけですから、あなたの

「生き方」そのものが「伝道」なので、細かいキリス

トへの指導は道を歩く中で相手がきっと尋ねてくる

ものなのだと思います。キリストとの関係は「お仕

着せ」では、長続きしないのです。 



自分で気づき、自分で尋ね、自分で納得する形に

ならないと、成長は難しいのです。 

 

私たちが誰かと接する時、謙遜に相手を自分より

も優れたものと考えることができているでしょうか。 

「自分より優れた」という表現は「能力的に優れて

いる」という見方ではありません。 

そういうケースもないとは言えませんが、そうでは

なく、むしろ「身分が違う存在」として敬いつつ 

接するという態度です。日本人にとってわかり易い

表現としては「天皇家に属している人」として見るよ

うな気持ちでしょうか？王族、貴族の家柄の人と接

するような意識で他者に接する態度をパウロは評

価しているのです。 

そして、そういう人に対しても大切な励まし、慰め、

憐れみの心」を謙遜に分かち合いなさいと勧めて

いるのです。 

そして実例としてイエス様の生き方を紹介している

のですが、それは来週学ぼうと思います。 

今週は、「人からのおせっかい」「上から目線の勧

誘や押し付け」にならず、へりくだって相手を尊敬し 

他者とともに生きるためには何がどうなればよいの

かを考えたいのです。 

＊寄り添いと寄り切り 

私たちは、他者に寄り添うことの大切さを理解して

いるつもりです。そして、寄り添ってもらいたいと思

うことも多々あるでしょう。 

でも、時に、寄り添ってくれる人は少なく、寄り切ら

れてしまうことがあまりに多いのです。 

「寄り添う」とは「黙って隣にいること」です。 

「言葉掛けは最小限度であり、相手の質問に応答

する」だけで、こちらからの誘い水は最小限度で

す。 

もしかしたら、私たちは「寄り添う」ことについても

「何をしてあげようかな」「何を教えてあげようかな」

と考えていることはありませんか。善意だけに、こ

れが大いに曲者なのです。 

寄り添いは、その人の近くにいるだけで十分という

ことが多いです。教えたり、無理強いしたり 

お節介を焼きすぎると相手は押し出されたような気

持ちになってしまうのであなたを遠ざけるように 

なるでしょう。 

＊＊＊ 

現代語訳の聖書にはこんなふうに訳されていまし

た。人を優先し、心を１つに 

1 救世主キリストにどれだけのものを与えられた
か考えてみてほしい。どれだけ励まされたか、どれ

だけ愛と安らぎを注いでくれたか、神の霊を与えて

くれ、どれだけ、情けをかけ、親切にしてくれたか。 

これほど祝福されたのだったら、2互いを愛し、心
からうちとけ合い、心と思いと目的とを１つにして、

私の気を晴らしておくれ。3何があっても、何をする
にしても、自己中心的な思いや、プライドが動機に

ならないように。むしろ、謙虚に、他人を優先する

んだ。 

4自分にとって何がベストかではなく、人にとって
何がベストかを考えるんだ。 

＊ 

他者の祝福を祈ること、他者の祝福と健康を願うこ

と、言葉を少なく笑顔を多く分かち合うこと。 

神様、私が直接語らなくても、あの方がみ言葉を感

じ取り、心に希望を持てますようにと願うこと。 

求められた時にのみ、丁寧に自分の理解を分かち

合うことができるように。 

そんな願いを持ったお互いであって欲しいと思いま

す。 

それらの事柄を最優先にして進まないと、いつの

間にか自分の信仰的な業績と愛の手柄話をするよ

うな集団になっていくように思います。それはなん

としても避けなければなりません。 

私たちのあり方、生き様、他者への尊敬と謙遜、利

己主義ではなく利他主義的な発想などを一度丁寧

に吟味する一週間にしたいと思います。 
youtubeでの礼拝映像は 

https://youtu.be/FM5hkznl_pU 

https://youtu.be/FM5hkznl_pU

